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請請

願願

○
中
学
生
の
問
題
行
動
に
つ
い

て
、
今
の
非
行
の
実
態
・
犯

罪
の
中
身
を
鑑
み
、
教
員
と

生
徒
と
の
信
頼
関
係
だ
け
で

は
解
決
で
き
な
い
学
校
現
場

の
状
況
と
対
処
策
の
実
施

○
学
校
規
模
適
正
化
に
係
る
成

和
小
学
校
に
つ
い
て
、
新
設

・
増
改
築
等
の
早
急
な
対
応

策
の
決
定
と
対
応
の
遅
れ
に

よ
る
在
校
生
へ
の
不
利
益

○
大
阪
府
か
ら
の
教
員
人
事
権

移
譲
に
つ
い
て
、
本
市
の
教

育
の
根
幹
に
関
わ
る
も
の
で

あ
り
、
府
内
市
町
村
と
意
見

交
換
し
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
を
分
析
し
、
結
論
を

出
す
こ
と
の
必
要
性

○
耐
震
化
に
多
大
な
問
題
が
あ

る
市
民
会
館
に
つ
い
て
、
建

替
え
に
関
わ
る
財
源
等
の
審

議
の
必
要
性

○
以
前
か
ら
の
懸
案
事
項
で
あ

る
指
定
管
理
者
制
度
に
お
け

る
委
託
料
の
標
準
経
費
の
根

拠
と
進
捗
に
つ
い
て

○
図
書
館
と
文
化
会
館
の
今
後

の
役
割
に
つ
い
て

○
待
機
児
童
解
消
の
た
め
の
幼

稚
園
活
用
の
地
域
住
民
と
の

議
論
の
必
要
性

○
多
額
の
予
算
を
投
じ
て
い
る

学
力
向
上
施
策
に
よ
る
効
果

○
少
人
数
学
級
導
入
の
必
要
性

と
導
入
効
果
の
実
証

○
国
保
事
業
特
別
会
計
の
累
積

赤
字
が
膨
ら
む
中
、
本
委
員

会
で
再
三
指
摘
し
て
い
る
人

員
体
制
の
強
化
は
行
わ
れ
て

お
ら
ず
、
平
成
二
十
一
年
度

現
年
度
分
の
国
保
料
収
納
率

は
八
十
％
を
割
る
と
い
う
深

刻
な
事
態
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
医
療
給
付
費
を
抑
制
す

る
観
点
か
ら
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
利
用
促
進
の
啓
発
を

市
と
し
て
行
う
べ
き
と
の
以

前
か
ら
の
指
摘
に
つ
い
て
も
、

具
体
的
な
取
り
組
み
は
行
わ

れ
て
い
な
い
。
国
保
会
計
全

体
の
分
析
を
行
い
、
健
全
化

へ
向
け
、
対
策
を
講
じ
る
必

要
性

○
市
と
し
て
結
婚
六
十
周
年
を

お
祝
い
す
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

婚
式
に
つ
い
て
は
、
平
成
二

十
年
度
予
算
編
成
時
に
行
財

政
改
革
に
よ
る
事
務
事
業
の

見
直
し
の
一
環
と
し
て
、
突

如
、
明
確
な
理
由
も
示
さ
れ

ず
、
廃
止
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。当
時
の
審
査
の
中
で
も
、

本
事
業
の
必
要
性
は
指
摘
さ

れ
、
当
局
か
ら
は
代
替
的
な

も
の
を
行
い
た
い
と
の
答
弁

で
あ
っ
た
が
、
実
現
さ
れ
て

い
な
い
。
市
民
か
ら
復
活
を

望
む
声
も
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

廃
止
さ
れ
て
い
た
間
の
対
象

者
へ
の
配
慮
も
含
め
て
、
復

活
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
の
指
摘

○
救
急
医
療
相
談
に
応
じ
る
こ

と
で
安
易
な
救
急
車
の
出
動

要
請
を
抑
制
す
る
効
果
も
期

待
さ
れ
る
「
救
急
安
心
セ
ン

タ
ー
事
業
」
の
市
民
周
知
徹

底
の
必
要
性
と
、
今
後
の
体

制
拡
充
に
つ
い
て
の
考
え
方

○
消
防
局
車
両
の
更
新
や
整
備

計
画
に
つ
い
て
日
常
的
に
検

証
を
行
い
効
率
的
な
運
用
と

経
費
節
減
に
努
め
る
必
要
性

○
地
域
の
拠
点
病
院
と
し
て
高

度
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め

総
合
病
院
に
求
め
ら
れ
る
計

画
的
な
医
療
機
器
の
更
新

○
費
用
対
効
果
や
出
展
企
業
の

負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
開
催

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
証
と

見
直
し
が
必
要
な
「
も
う
か

り
メ
ッ
セ
東
大
阪
」
事
業

○
一
部
で
報
道
さ
れ
て
い
る
経

済
部
所
管
の
補
助
金
交
付
事

業
に
関
す
る
資
金
流
用
問
題

に
対
し
て
、
当
局
に
求
め
ら

れ
る
説
明
責
任
と
報
道
元
へ

の
毅
然
と
し
た
対
応

○
新
し
く
策
定
さ
れ
た
商
業
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
を
本
市
商
業
施

策
や
商
店
街
活
性
化
施
策
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
の
必
要
性

○
自
治
会
か
ら
予
測
を
上
回
る

設
置
意
向
が
示
さ
れ
た
Ｌ
Ｅ

Ｄ
防
犯
灯
設
置
補
助
事
業
の

予
算
額
の
増
額
に
つ
い
て
の

考
え
方

○
都
市
計
画
道
路
足
代
四
条
線

の
不
法
占
拠
に
対
し
、
六
十

数
年
の
長
期
に
わ
た
る
歳
月

を
費
や
し
た
に
も
関
わ
ら
ず

十
分
な
説
明
も
な
く
突
如
、

土
地
明
け
渡
し
の
通
知
書
を

送
付
し
、
一
カ
月
後
に
明
け

渡
し
を
求
め
て
い
る
が
、
調

停
な
ど
他
の
手
法
の
検
討
の

余
地
は
な
か
っ
た
の
か
。

ま
た
、
訴
訟
を
起
こ
す
前

に
、
に
ぎ
わ
い
ま
ち
づ
く
り

の
観
点
か
ら
空
き
店
舗
を
斡

旋
す
る
な
ど
、住
民
の
立
場
に

立
っ
た
話
し
合
い
や
説
明
会

を
実
施
し
、合
意
を
得
ら
れ
る

よ
う
に
努
力
を
し
て
こ
な
か

っ
た
行
政
の
拙
速
と
議
会
に

対
す
る
説
明
の
不
十
分
さ
も

相
ま
っ
て
、賛
否
両
論
の
中
、

委
員
長
採
決
に
よ
り
、閉
会
中

の
継
続
審
査
と
な
っ
た
経
緯

○
公
共
下
水
道
工
事
の
事
務
処

理
要
領
に
基
づ
き
、
予
定
価

格
が
二
億
円
以
上
の
工
事
や

当
初
の
予
定
と
実
施
箇
所
が

大
き
く
変
わ
る
場
合
な
ど
入

札
方
法
も
踏
ま
え
て
適
宜
、

議
会
へ
の
速
や
か
な
報
告

○
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
（
仮

称
）
設
立
に
つ
い
て
、
安
心

安
全
な
水
道
供
給
体
制
と
構

成
市
の
住
民
の
意
思
が
反
映

で
き
る
議
員
定
数
の
確
保
及

び
議
会
へ
の
説
明
の
な
さ

○
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

改
正
に
関
し
、
一
般
職
非
常

勤
職
員
が
「
対
象
外
」
で
あ

る
理
由
と
、
こ
れ
ま
で
説
明

さ
れ
て
い
る
一
般
職
非
常
勤

職
員
に
対
す
る
法
的
な
見
解

と
の
矛
盾
点

○
育
児
休
業
取
得
に
伴
う
職
員

補
充
の
考
え
方
及
び
民
間
の

実
情
を
考
慮
し
た
対
策
の
必

要
性

○
請
願
が
出
さ
れ
た
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
婚
式
の
廃
止
理
由

○
訴
訟
提
起
さ
れ
た
不
法
占
拠

問
題
に
関
し
、
行
政
と
市
民

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
考

慮
し
た
和
解
等
、
他
の
選
択

肢
の
有
無

○
新
集
中
改
革
プ
ラ
ン
と
市
政

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
の
整
合
性

○
指
定
管
理
委
託
料
に
お
け
る

人
件
費
の
積
算
基
準
（
標
準

経
費
）
を
基
に
本
市
の
統
一

し
た
予
算
編
成
と
そ
の
執
行

○
勝
訴
し
た
議
会
だ
よ
り
配
布

等
禁
止
仮
処
分
申
立
て
事
件

で
弁
護
士
費
用
が
公
費
負
担

さ
れ
て
い
る
問
題

○
参
議
院
選
挙
投
票
事
務
ア
ル

バ
イ
ト
を
直
接
雇
用
せ
ず
、

委
託
業
者
を
通
じ
て
人
員
確

保
す
る
こ
と
の
是
非

○
事
実
関
係
と
異
な
る
恐
れ
が

あ
る
環
境
保
全
公
社
の
職
員

解
雇
に
関
す
る
答
弁
内
容

今
定
例
会
に
提
出
の
請
願
は
、

所
管
の
民
生
保
健
委
員
会
に
付

託
さ
れ
、
本
会
議
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

▼
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
復
活
を

求
め
る
請
願
の
件

財
産
区
管
理
委
員
の
選
任
同
意

今
定
例
会
最
終
日
、
議
会
は

次
の
方
の
選
任
に
同
意
し
ま
し

た
（
敬
称
略
）。

財
産
区
管
理
委
員

野
尻

喜
正

常
任
委
員
会
の

主
な
審
査
項
目

寄附の禁止・虚礼の廃止を徹底します�東大阪市議会は
市議会議員・候補者に

・結婚・入学などの祝い・祝電
・香典・樒・供花・弔電
・祭りや集会の寄附
などを求めることは法律で禁止されています。

（４）第１６６号東 大 阪 市 議 会 だ よ り平成２２年７月１５日


